
技能五輪国際大会 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００６．２．９） 

 

 今日は名古屋からお話させていただいているのですが、理由がありまして、「地域

から変えるーものづくり立国・日本」というシンポジウムが本日、名古屋市で開かれ、

それに出席するために来ているというわけです。 

 この名古屋市を中心とする愛知県は日本のものづくり、すなわち製造業の中心です。 

 もちろんトヨタ自動車をはじめとする自動車産業が集中しているということもあ

りますが、数字でご紹介しますと、製造品出荷額という製造業の売上が３５兆円で、

日本全体の１２％に相当します。 

 愛知県の人口は全国の５・６％、県内総生産は全国の６・６％ですから、いかに製

造業に特化しているかが、お分かりいただけるかと思います。そこで産業首都という

名前まで登場しています。 

 しかし、この製造業も問題を抱えています。第一に、若者のものづくり離れが起き

ていることです。新規学卒者が製造業に就職する比率を調べてみると、１９９０年に

は２９・５％とほぼ３割でしたが、９５年には２４・４％、２０００年には１７・３％

と減っていき、２００３年には１４・７％となって、この１３年間で半減しました。 

 １年間で転職した人の比率である転職率も高く、１９９０年には４・３％でしたが、

９５年には５・０％、２０００年には５・８％、２００３年には６・１％と着実に増

加しています。 

 

 第二の問題は、海外に生産拠点が移動していることです。日本の製造業の海外での

生産比率を売上高で見ると、１９９５年が８・３％でしたが、２０００年に１１・８％、

２００４年には１６・１％と、１０年間で２倍になりました。 

 とりわけ、自動車を中心とする輸送機械では３２・６％とほぼ３分の１、家庭電化

製品などを中心とする電気機械は２３・４％でほぼ４分の１が海外で生産していると

いう数字になっています。 

 そのため、優秀な人材の引き抜きも頻発しており、それを防止するために従業員と

秘密保持契約を結んでいる企業は、１９８０年代には２３％でしたが、最近では６

５％にもなっています。 

 

 このような問題を抱えているにせよ、日本の輸出に占める工業製品の割合は９５％

近くもあり、世界最高ですから、ものづくりを何とかしなければいけないということ

で、様々な推進策が実施されていますが、その一つとして来年１１月に、静岡県で第

３９回技能五輪国際大会と国際アビリンピックが開催されます。 

 この技能五輪国際大会は１９５０年にスペインで最初に開催されて以来、ほぼ毎年

開催されてきましたが、最近は隔年の開催になっています。 

 日本では第１９回大会が１９７０年に東京で、第２８回大会が１９８５年に大阪で

開催されて以来２２年ぶりの開催ですから、日本政府のものづくり復活への意気込み



が伺えます。 

 そして、今日、私が参加させていただくシンポジウムも、そのプレイベントと言う

わけです。 

 

 この技能五輪国際大会は正式にはワールド・スキルズ・コンペティション、翻訳す

れば世界技能競技大会といわれ、１９５０年にスペインと隣国のポルトガルの間で１

２人の選手が技能を競ったということが発端でしたが、次第に規模が拡大し、来年の

静岡で開始される大会には４０カ国から約２５００人が参加する予定です。 

 どのような競技があるかというと、スポーツのオリンピック大会以上で、最近では

５０種目近くあり、機械製図、溶接、自動車板金、配管、レンガ積み、建具制作、電

子機械組立てなど、製造業という言葉から想像されるものが中心ですが、それ以外に、

フラワー装飾、へアドレッシング、洋菓子製造、西洋料理、レストランサービス、造

園など広範な分野に展開しています。 

 

 日本は１９６２年の第１１回大会から参加していますが、金メダル獲得数では、１

９６３年、６４年、６６年、６９年、７０年、７１年と１位でしたが、それ以後は３

位とか４位に低迷して不振で、昨年フィンランドで開催された第３９回大会で久しぶ

りに１位になりました。 

 その一方で、韓国が急速に進出し、７７年から連続９回、さらに９５年、９７年、

２００１年、２００３年と最多の金メダルを獲得しています。 

 もちろん、スポーツのオリンピック大会と同様に参加することに意義があると言っ

てもいいのですが、技能は産業の基礎で、天然資源のない日本が発展するための基礎

ですから、ぜひ明日からトリノで始まる冬季オリンピック大会と同様の関心を御持ち

いただければと期待しています。 

 


